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貯薬壇 合 計 775 459,667
文献６．のデータをもとに作成。評価の単位は，例459円66.7銭である。
－３０－
8．化学試薬
本校で使用した化学薬品の226種のリストを表６に挙
げた6)。試薬の分類は硝酸，硫酸などの塩類として記載
されているために，陽イオン（金属イオン）については
マンガンとモリブデン以外は分からない。此中には有機
化合物73種およびカルポン酸（格魯母酸）2種が含まれ
ていた。これらの試薬は無機化学の教育に必要な殆どの
ものは備えていたと推定される。Griffinのカタログには
試薬類も記載されていることから，これらの試薬類も機
器と同様に輸入品を使用していたものと考えられる。
li1l11llillIiiiiiiiililIil11iD
表６．化学薬品
名称
酸類
塩基
硝酸塩類
硫酸塩類
炭酸塩類
酸化物
造塩素化合物
硫化物
員数(種）
３
３
２１
２１
１７
１３
２７
８
名称員数(種）
青酸化合物１２
燐酸化合物l
iMi酸化合物３
格魯母酸化合物２
満俺化合物ｌ
モリブデナム化合物１
炭素化合物即有機物７３
元素２０
合計２２６
図４．水分析器
石川県専門学校の物理機器に含まれていた。
現在，石川県自然史準備室に収蔵されている291。
文献６．のデータで作成。
9．哲学者西田幾多郎の習った化学講義
本校の本科で行われた化学講義および実験の具体的な
記録はまだ見出されていないが，西田幾多郎は明治19年
９月から20年11月21日まで専門学校附属初等中学科３年
の生徒であった。西田はこの時の様子を次のように記述
している31)。鐸轤蕊鰄霧篝1111露霞
図５．化学天秤
石川県専門学校で購入したものであり現在，
金沢大学資料館に収蔵されている。 「当時我国の学校も学問も尚幼稚なものであった。教
科書と云っても，大抵定まったものであった。読本を
－通終われば，マコーレーの論文を読むことになって
居り，数学はトッドハンタ，物理はスチューアルト，
化学はロスコ，万国史ならスウィトンという風であっ
た。ミルやスペンサの二三冊も読めば一角の哲学者と
考えられたものであった｡」
記するように行っていたと推定される。
＊「文部省第十二年報付録」（明治17年分）「石川県年報」
３０)には「器械標品，化学部総数890個，価格587円15銭
６厘」と記されている。
このロスコは前記の“SciencePrimers,Chemistly，’で
ある。（他の書籍については文献32～38を参照｡）この本
は明治初期から20年頃にかけて我が国では広く用いられ
－３１－
たものであり，その訳本も明治７年10月（1874）に文部
省から市川盛三訳``小学化学書，，として刊行され，「最
も代表的な初等化学教科書」となっていた39)。この時の
西田の同級生には，鈴木弥太郎（大拙)，藤岡作太郎，
ひざし
山本（金田）良吉，木村栄，松本文三郎等がし薊たことは
注目される側)。
また，本書は明治１１年の石川県中学師範学校の「課程
表，上等ノ部」の第六級（第四年前半期）および第五
級（第四年後半期）の「化学，ロスコー氏化学書」で
も使用されていた４１)。
さらに，この時に西田は「化学の先生が私共の上級で
チャンバの万国史を教えられてことがあった｡」と記し
ており，今井省三がChambersの歴史書を用いての講義
もしていたのである42)。
西田は明治21年９月に第四高等中学校第一部一年生
(文科）に入学したが，２２年９月には理科に転学科して
いる。その時に受けた化学の授業を次に記している431。
校を前身枝として，いくつかの学校を経て明治14年に石
川県中学師範学校を改称して設立された高等教育を目指
したものであった。
文部省は明治19年11月に高等中学校の設置区域の決定
を行った４６)。「勅令第十五号中学校令第四条二基キ高
等中学校ノ設置区域ヲ定メルコト左ノムロシ」として，
｢第一条設置区域ヲ次ノ五区域トスル」では「第一区
(関東・中部１１府県)，第二区（東北６県)，第三区（近
畿・中国・四国17府県)，第四区（北陸４県）第五区
(九州７県)」と区域を決めた。そして，「第二条設置
位置ヲ第一区ハ東京，第三区ハ京都，第四区ハ金沢」と
した。この結果，石川県専門学校は文部省直轄の第四高
等中学校に名称が改められ，明治27年に第四高等学校と
なった。これらの設置決定には資金をはじめ種々の要因
が絡んでいた様であるが，石川県専門学校の存在も大き
な要素となっていたことは云うまでもない。しかし，こ
れまでにはこの前身校での理科教育，特に化学教育につ
いては全く調べられていなかった。この度「引継書類及
目録｣`)が見つかり，125年前の化学教育の実体を明らか
にすることが出来た。
石川県専門学校について，西田幾多郎の次の様に記し
ている47)。
「私は数物の学にも興味を有ち，一種の`瞳`膿も有った。
併し実験といふものをやる気にはなれなかった。特に
その時分，高等中学の理科で課せられた鍵を引張って
街を測量し歩き行く退屈さや，化学の実験に用いられ
る硫化水素とかいふものの臭はとても堪へられるもの
ではなかった｡」 「東京を除いて，地方では，その頃，此種の学校は殆
んど他になかったろうと思ふ。百万石の力で明治の初
年既Iこかういふ学校が金沢にできたものと思ふ゜（中
略）先生と云ふのも，皆この学校の卒業生で，兄貴分
と云った風なり，七年の学校と云えば，最下級のもの
と，最上級のものとは，可なり年令の差があるのであ
るが，それでも誠に親しく，全体が家族という様な温
味のある学校であった｡」（以下略）
とあることから，本専門学校でも化学の実験で硫化水素
を使用して金属イオンの定性分析は行われていたと考え
られる。また，彼は「見よ君単一なる無機元素の集合し
て有機物を作ろは，已に今井先生先日蟻酸製法に就て説
明せるにあらずや｡(以下略)」と記し，一酸化炭素から有
機物である蟻酸の製法を習っていたことを示している")。
とあり，本校の存在は希なものであったこと，また，そ
の学校の家族的な雰囲気を示している。これには学問を
重視する加賀藩時代から受け継がれた教育についての考
え方が注がれていた。しかし，石川県専門学校の発足に
あたり生じた問題は，新しい西欧の進んだ文化を教える
に必要な学力のある人材一教官一を揃えることであっ
た。表１に本校教職員の履歴と担当科目を示したが，発
足当時は，１４名の教官の内，学士は僅か２名に過ぎず，
考察
明治初期から同20年頃までの間，全国に高等学校が発
足する以前の，わが国の化学史あるいは化学教育史につ
いては，これまでは殆どが東京大学理学部を中心とした
ものが記述されていた45)。しかし他の地域の公立学校に
おいても新しい理科教育は行われていた。その一つが石
川県専門学校での理化学教育である。本校は加賀藩の藩
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いずれも東京大学を卒業したばかりの若い者であった。
他の者は前身校などから移ってきた，あるいはその卒業
生でもあった。その後は本校の卒業生が直ちに教諭助手
として採用されていた。本校職員の着任時の年齢の平均
は23.7才と若いことがこのことを裏付けている｡また，
教諭は例えば化学と英語のように複数の教科を講義する
状態であり，また「課程表」（表２）は教官一人あたり
の担当授業時間数がかなり多いものであったことを示し
ている。これは石川県の予算により運営されていた事も
あり，財政上の問題も関係していた様である。これらの
問題は本校のみのものではなく，他校でも総ての分野の
近代教育で直面した問題であったと見られる。
第二には教育制度にも問題が見られ，明治の改革に当
たり教育制度は次々と改変されていた。本校でも，初め
は「専門学校予備科」として３年間の中等教育が英書を
教科書として用いて行ていたが，明治17年からはこれを
｢附属中学校」として，和書を使用しての教育に改めて
いた。化学では丹波敬三翻訳「無機化学」が明治１２年に
初めて発行された48)。当時，中等教育に適した和書が無
かったことから，また上級課程での専門洋書を読むため
の準備でもあったのであるが，本来の目的である高等教
育の効果が上がらなかったためによる変更でもあった。
特に学校で洋書を教科書として多数冊を購入して，生徒
に有料で貸し与えて授業を行っていた事は注目される
21)。これらの書籍は学校の図書室に返却されたはずであ
ったが，現在残っているものは僅かであり，殆どが失わ
れていた49)。
本校で教科書として使用されていた理系洋書は表３に
挙げたものであり，いずれも生徒数に合わせて多数冊が
購入されていた。また，これらのいくつかは「課程表」
の中にも見られる。本校の生徒数は開校以来，年々増加
していたが，本科理学科の生徒数は法学科，文学科の生
徒数に比べると少なかった。理学科の教育は物理学，化
学，数学に重点が置かれ，多くの時間（週６～８時間）
が充てられていた。表２に示した様に，基礎化学から無
機化学，有機化学と学び，さらに分析化学，製造化学と
進んだことは，当時の東京大学理学部化学科の教育に準
じたものであった45)。本校で購入・収蔵された26種72冊
の化学関係洋書の殆どが現在金沢大学附属図書館に収蔵
されており，これ等の書籍によってもその教育の内容を
知ることが出来る（表４）。そこには化学の入門書のみ
でなく，当時の最新の化学`情報を記載した専門的な書籍
も購入されており，生徒の教育のために使用されていた
と見られる。この収蔵書籍には加賀藩の藩校や，壮猷館，
あるいは海軍局，弾薬所等で使用された貴重書，また前
身校である石川県中学師範学校で購入されたものも含ま
れている49)。
今回の資料により，どのような実験器具と化学薬品が
使用されていたかが明らかとなったが，より具体的な生
徒の実験の内容についての資料は得られていない。しか
し，この程度の資料が得られた事でさえ極めて稀なケー
スである。それは，化学器具は破損し易い事，薬品は消
耗品である事のために，資料が失われるからである。物
理機器のように保存きれやすいものでも，当時の機器や
そのデータがまとまって残っているものは，旧第三高等
学校50)と旧第四高等学校27)に関係したもののみである。
実験硝子器具のリストには，「和製試検管」と記された
ものがあることから，他のものは殆どがイギリスから輸
入した品であったと推定される。明治１０年に発足した当
時の東京大学理学部化学科においても，「大学でも其実
験には皆外国製の硝子器具を用いて居たので（以下略)」
とあり，状況は同じであった5,．これは今日でも，発展
途上国の大学において見られる事柄である。
以上，「引継ぎ目録」の資料を中心として，125年前の
旧石川県専門学校での化学教育について概観してきた。
本校での石川県における高等専門教育の始りの一部を今
回初めて描き出すことができた。
謝辞．本論文の作成にあたり，資料調査にご協力いた
だいた金沢大学資料館在田則子氏，田嶋万希子氏に深謝
します。
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